
幹部会報告事項 

令和８年８月２４日 

会   計   室 

事 

項 
令和８年熊本地震名古屋市義援金の募集について 

内 

 

 

 

 

容 

 

 令和８年７月２８日に発生した令和８年熊本地震により被害を受け

られた被災地を支援するため、「令和８年熊本地震 名古屋市義援金」

を募集します。 

 

１ 名称 

  令和８年熊本地震名古屋市義援金    

 

２ 募集期間 

  令和 8年 8月 21 日（金）～令和 8年 10 月 30 日（金） 

  ※募集期間は、延長する可能性があります。 

 

３ 義援金の募集方法 

（１）口座振込 

・三菱ＵＦＪ銀行及びゆうちょ銀行に専用口座を開設  

 

（２）現金持参 

ア 募金箱の設置 

・名古屋市役所本庁舎・西庁舎各案内所、各区役所・支所 

・市民利用施設等１８２か所（令和 8年 8月 21 日時点） 

 

イ 窓口受付 

・名古屋市役所会計室及び区役所・支所で受付 

 

４ 義援金の取扱い 

  寄せられた義援金は、被災した地方公共団体にお渡しします。 

   

備 

考 
本件は、８月２１日（金）に市政記者クラブへ資料提供しました。 

（会計室会計課 内線３００４） 

 



幹 部 会 報 告 事 項 
令和８年８月 24 日 
防 災 危 機 管 理 局 

事 

項 

スギホールディングス株式会社との災害救助用備蓄物資の流通備蓄に関する協

定締結について 

内 
 

 
 

 
 

 
 

 

容 

 

本市とスギホールディングス株式会社は、相互に協力し、災害時の市民生活
の早期安定を図ることを目的として、下記のとおり協定を締結します。 

 

記 

１ 協定名称 

  災害救助用備蓄物資の流通備蓄に関する協定 
 
２ 協定締結先 

スギホールディングス株式会社 
（愛知県大府市横根町新江６２番地の１） 
 

３ 主な協定内容 
平時には、本市が管理する備蓄倉庫等において、スギホールディングス

(株)が取り扱う商品を保管し、災害時に災害救助用物資として活用します。

なお、災害が発生しなかった場合には、これらの商品は、原則１年毎にスギ
ホールディングス(株)により新しいものと入れ替えられます。 

流通備蓄は本市において、初の取組となります。 

 

４ 主な品目 
・紙おむつ （小人・大人用） 

・生理用品 （昼用・夜用） 

・口腔洗浄液  

    ・おしりふき 

 

５ 協定式 
(１）日 時 

令和８年８月 26 日（水）午後２時 30 分～午後３時 00 分 
（２）場 所 
   名古屋市役所 災害対策本部室（東庁舎１階） 

（３）出席予定 
   スギ薬局株式会社  
    取締役 営業本部長 名倉 良一 様 

名古屋市  
 防災危機管理局長 蛭川 賢之      他数名 

 
備 

考 

本件は８月 19 日（水）、市政記者クラブへ資料提供しました。 

（地域防災課 内線 4263） 



流通備蓄の仕組み



幹部会報告事 項 

令和 8年 8月 24 日 

 総 務 局 

事 
 
項 

名古屋市における「共育て」の推進に向けた取組について 

内 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

容 

 
1 趣 旨 

本件は、本市の育児休業の取得状況等を共有し、組織全体で共通の認識を形成する

ことで、共育てを支援する組織風土の醸成および職員の意識向上を図るものです。 

 
2 本市の状況について 
 
（1）男性職員の育児休業取得率 
 

項目 R5 年度 R6 年度 R7年度 
目標値 

(R11 年度) 

男性職員の育児休業取得率（14 日以上） 

（消防局及び教育委員会を除く） 
71.8％ 77.3％ 95.3% 100% 

教育委員会における男性職員の育児休業取得率 

（14 日以上） 
23.7％ 36.7％ 51.5% 100% 

消防局における男性職員の育児休業取得率 

（1日以上） 
30.3％ 50.3％ 88.5% 100% 

 

(2) 各局区室別 男性職員の育児休業取得率【別紙のとおり】 
 
 半数以上の局区室において、育児休業取得率 100％を達成しています。 
 

⇒育児休業は、パートナーとの協力体制を構築するきっかけとなります。「2 人で育

児をする」という意識づくりのため、のびのび子育てマイプランの提出および面談

等の確実な実施に加え、育児や家事の分担について職員が考えるきっかけとなるよ

うお声掛けをお願いします。 

 

3 ご協力のお願い 

  今年度から、子どもが生まれることが分かった職員が、パートナーと共に自宅で

も e ラーニングで受講いただける「プレパパ・プレママ研修」を実施しています。

昨年度に引き続き、課長級以上職員を対象とした「イクボス研修」も実施しており

ますので、改めて周知をお願いいたします。新たな e ラーニングシステムについて

は、人事課イントラネットをご覧ください。 

また、イントラネット「仕事と子育て両立支援ホームページ」には、様々なコン

テンツをご用意しています。ぜひご活用ください。 

備

考 
 

 

（総 務 局 職 員 部 人 事 課 内線２１２６）  



【別紙】

会 計 室 2 2 100.0% 25.0%
防災危機管理局 2 2 100.0% 0.0%
市 長 室 4 4 100.0% 100.0%
総 務 局 24 22 91.7% 52.4%
財 政 局 15 16 106.7% 66.7%
スポーツ市民局 3 3 100.0% 60.0%
経 済 局 5 7 140.0% 140.0%
観光文化交流局 3 3 100.0% 75.0%
環 境 局 25 20 80.0% 50.0%
健 康 福 祉 局 15 15 100.0% 75.0%
子ども青少年局 20 16 80.0% 106.3%
住 宅 都 市 局 23 22 95.7% 79.2%
緑 政 土 木 局 21 20 95.2% 72.0%
千 種 区 4 5 125.0% 100.0%
東 区 1 0 0.0% 100.0%
北 区 6 6 100.0% 75.0%
西 区 2 1 50.0% 33.3%
中 村 区 1 2 200.0% 57.1%
中 区 3 2 66.7% 150.0%
昭 和 区 3 3 100.0% 200.0%
瑞 穂 区 2 2 100.0% 100.0%
熱 田 区 1 0 0.0%
中 川 区 6 3 50.0% 50.0%
港 区 1 2 200.0% 100.0%
南 区 3 3 100.0% 83.3%
守 山 区 2 1 50.0%
緑 区 5 5 100.0% 100.0%
名 東 区 0 2 40.0%
天 白 区 0 1 100.0%
市 会 事 務 局 1 1 100.0% 200.0%
監 査 事 務 局 2 2 100.0% 0.0%
人 事 委 員 会 1 0 0.0%
農 業 委 員 会 1 1 100.0%
選挙管理委員会 0 0 100.0%
上 下 水 道 局 50 51 102.0% 81.3%
交 通 局 83 79 95.2% 84.8%
市 長 部 局 計 340 324 95.3% 77.3%
教 育 委 員 会 266 137 51.5% 36.7%
消 防 局 104 92 88.5% 50.3%
※1 令和7年度内に子が生まれた職員数
※2 令和7年度に新たに育児休業を取得した職員数

各局区室別男性職員の育児休業取得率について（令和7年度）

子どもの生まれた
職員数（人）※1

育児休業
取得者数（人）※2

育児休業
取得率（％）

[参考]令和6年度
取得率（％）



男性職員の皆さまへ

対象 ・現在子育てをしている男性職員
・今後子育てに関わる男性職員

子育てのお悩み
相談してみませんか︖

⇒先輩パパに聞く子育てQ&A
「育休に入る前に、準備しておくことは︖」
「育休をとるとキャリアに響く︖」
「自分にも家事をこなせるかな…」
など、Webフォームに入力したあなたのお悩みに、
子育て支援メンターがお答えします︕

子育て支援メンター

質問はコチラから→

気軽に相談したいあなたは…

相談者

交流しながら
相談したいあなたは…

両立のコツを
学びたいあなたは…

⇒ふらっと相談会

質問は
随時募集中︕

⇒男性職員の仕事と
家庭の両立支援研修7月27日(月) 13:30〜

中土木事務所9階 第1研修室 11月9日(月),10日(火)
中土木事務所9階 第1研修室

・本市の支援制度説明
・仕事と育児の両立のコツ
・先輩職員の育休体験談 など
※詳細は後日周知します。

研修内容
子育て支援メンターや他の
参加者との懇談の中で、子
育てに関する様々な悩みを
共有し、解決に向けたきっ
かけを得る場として、ぜひ
ご活用ください︕

総務局職員部人事課 内線︓2129お問合せ

イントラネット「仕事と子育て両立支援のページ」にも様々なコンテンツをご用意しています。ぜひご覧ください︕

↑参加申込は
コチラから

7/3(金)〆切

今年度実施分は
終了しました



eラーニングシステムが
新しくなりました︕

新しくなったところ その①
自宅のパソコンやスマホからでも使えます︕

インターネットを介して様々な端末からのアクセスが可能に
職場のパソコン以外で、自宅のパソコンや
スマホ、タブレットからも視聴できよう
になりました︕

通勤やちょっとした待ち時間など、
いつでもどこでも気軽に勉強できます︕

新しくなったところ その②
動画コンテンツも視聴可能になりました︕

スライドだけでなく動画コンテンツも
システム上からの視聴が可能に

スライドを見るだけでなく、動画を
視聴し説明を聞くことで、より理解
を深めることができます︕

新しくなったところ その③
充実の「いつでもどこでも研修」︕

階層別研修の受講機会だけでなく、
”いつでも・どこでも”学ぶことの
できるコンテンツを大幅に強化︕

①https://ccampus.org/local/Login/ngy-lmsにアクセス
←こちらのQRコードからでもアクセスできます︕

②ログインID とパスワードの欄に以下の内容を入力し「サインイン」をクリック
ログインID︓職員番号（7桁） 初期パスワード︓「n@」+「職員番号(7桁)」+「生年月日の“日”」

（例）職員番号︓1234567、生年月日︓7月8日 →n@123456708

【初回ログイン方法】 ※初回ログイン時のみ、サインインすると
パスワード変更画面が表示されますので、
ご自身でパスワードの変更をお願いします。

まずはアクセスしてみよう︕ ブラウザにお気に入り登録をぜひ︕
問合︓総務局職員部人事課 内線2126

https://ccampus.org/local/Login/ngy-lms


幹 部 会 報 告 事 項   

令和 8 年 8 月 24 日  

総 務 局 

事 

項 
リトアニア共和国ビリニュス市との姉妹都市提携について 

内 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 姉妹都市提携調印式の開催 

（１）日 時   

令和 8年 9月 4日（金）15 時 30 分～16 時 

（２）場 所 

名古屋市博物館 特別展示室１ 

   ※名古屋市博物館プレオープン記念特別展「リトアニア －バルトの森

に響く歌－」、「名古屋には秀吉がおるでよ！―秀吉と尾張の歴史―」

開会式後に続けて開催 

 

 

２ リトアニア共和国にちなんだ給食・スクールランチの実施 

市立小中学校において、リトアニア共和国でよく食べられているじゃが

いもやきのこ、乳製品を使った献立を提供 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
スクールランチ（一例） じゃがいものクリーム煮込み きのこのソテー 

 本市とリトアニア共和国ビリニュ

ス市との姉妹都市提携にあたり、ビリ

ニュス市長をはじめとするビリニュ

ス市公式代表団を本市に迎え、 

9 月 4 日（金）に姉妹都市提携調印式

を開催するとともに、交流事業を実施

します。 



 

 

３ 椙山女学園大学との公民連携事業の実施 

     公民連携推進施策「ナゴヤフロンティア」に基づく椙山女学園大学から

の提案により、学生がリトアニアの地理・歴史・食文化を自ら調べ、リト

アニアをテーマとしたクラフトビールの制作を通じて、姉妹都市締結の市

民周知、機運醸成に向けた情報発信を行うもの 

なお、制作したクラフトビールは、姉妹都市締結記念祝賀会での提供を

予定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

備

考 
本件は、本日、市政記者クラブへ資料提供します。 

（総合調整部国際課 972-3063） 

Botanical Ale ボタニカルエール 

・リトアニアの森をイメージしたデザイ

ン 

・両国に自生するトウヒ属植物（針葉

樹） を使用したフレーバー 



 

幹 部 会 報 告 事 項 

令和 8 年 8 月 24 日 

経   済   局 

事 

項 

スタートアップからの公共調達の推進における新事業分野開拓者認定 

（地方自治法施行令第 167 条の 2第 1項第 4号に規定する認定） 

制度の創設について 

内 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

容 

 

 

スタートアップからの公共調達を推進するため、地方自治法施行令第 167 条の 2 

第 1 項第 4 号に基づく随意契約の対象となる、新たな事業分野の開拓を図る者を認定

する制度を創設します。 

 

 

１ 制度概要 

 (1) 認定対象者（以下の３件を満たすもの） 

〇 認定の日において市内に拠点を有するスタートアップ企業 

※ 本制度のスタートアップ企業は、法人設立後 10 年以内の未上場の株式会社 

 

〇 本市が調達を検討している新商品等（下記(2)参照）を有する者 

 

〇 申請の日において次の①～⑥のいずれかに該当する者 

①「J-Startup」選定企業 

②「J-Startup CENTRAL」選定企業 

③ 本市「先進技術社会実証支援事業」における「課題提示型支援事業」の 

実証事業者で、当該事業が完了している者 

   ④ 本市「スタートアップ（等）まちなか実証推進事業」の 

実証事業者で、当該事業が完了している者 

   ⑤ 愛知県が実施する「スタートアップ公共調達促進事業」において本市が 

トライアル発注した先の事業者で、当該トライアルが完了している者 

⑥ 他の普通地方公共団体の長による認定を受けた者のうち、本市において 

課題解決に資する結果を期待できる者 

 

 

(2) 新商品等の主な定義（以下の３件を満たすもの） 

〇 新たな事業分野の開拓に係る新商品又は新役務 

〇 申請時において販売開始から 5年以内のもの 

〇 認定対象者が自ら生産・提供するもの 

 

 



（イノベーション推進部スタートアップ支援課 内線 3046） 

 

内 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

容 

 

 

(3) 主な認定要件（以下の３件を満たすもの） 

〇（新規性・独自性）新商品等が、次のいずれかであると認められること。 

① 既に企業化されているものとは、通常の取引において・社会通念上、 

別個の範疇に属するもの 

② 既に企業化されているものと同一の範疇に属するものであっても、 

著しく異なる使用価値を有し、実質的に別個の範疇に属するもの 

 

〇（有用性）新商品等が、次のいずれかに寄与するものと認められること。 

① 事業活動に係る技術の高度化 

② 事業活動に係る経営の能率の向上 

③ 市民生活の利便の増進 

 

〇（市場性）新商品等の生産・提供の実施方法・資金額・調達方法が、新たな 

事業分野の開拓を確実にするために適切なものであること。 

 

 

(4) 認定の期間 

認定の通知をした日から３年を経過した日の属する年度の末日まで 

 

 

２ 施行日・申請受付開始日 

  令和 8 年 9 月 1 日 

 

 

３ そ の 他 

・ 本制度では、本市の各所属において具体的に調達を検討している新商品等である 

ことが確認できたものを、随意契約の対象として認定する予定です。このため、過 

去に「先進技術社会実証支援事業」を実施した所属等に対し、当該実証事業の参加 

事業者等から、調達の可能性に関する問い合わせが寄せられる場合がありますので 

ご承知おきください。問い合わせを受けた場合や、そのほかご不明な点がございま 

したら、スタートアップ支援課までご連絡ください。 

・ １回目認定分は、10 月末に申請締切、12 月頃に認定を予定しています。 

 

 

 

備

考 
本件は、8月 20 日（木）に市政記者クラブへ資料提供済みです。 



幹 部 会 報 告 事 項   
令和 8 年 8 月 24 日   

健 康 福 祉 局   
教 育 委 員 会   
交 通 局   

事 
項 自殺予防週間（9月 10 日から 16 日）関連の取り組みについて 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
内 
 
 
 
 
容 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

１ 趣  旨 

国においては、自殺対策基本法に基づき、毎年 9月 10 日から 16 日を「自殺

予防週間」と定めて、国、地方公共団体、関係団体等が連携して「いのち支え

る自殺対策」という理念を前面に打ち出した啓発活動を推進しています。これ

に基づき、本市におきましても各関係機関と連携し、各種周知啓発の取り組み

を行うものです。 

 

２ 主な取り組み内容 

（１）こころの絆創膏キャンペーン 

ア 「こころの絆創膏」の街頭配布 

市内主要な地下鉄駅にて、名古屋市高年大学鯱城会社会奉仕活動員

（配布ボランティア）等とともに本市が作成する「こころの絆創膏」と

「ステッカー」を街頭配布します。 

 

実施日 配布駅 配布時間 

9 月 10 日(木) 栄駅 12 時 30 分～13 時 00 分 

9 月 14 日(月) 名古屋駅  9 時 00 分～ 9 時 30 分 

9 月 16 日(水) 金山駅 16 時 30 分～17 時 00 分 

    

イ 市営地下鉄等における広報啓発 

広報ポスターを市営地下鉄全駅および名古屋鉄道の一部の駅（上小田

井駅・上飯田駅）に掲出するとともに、地下鉄駅旅客案内表示装置（LED・

LCD）においてウェブサイト「こころの絆創膏」を周知します。 

掲出期間：令和 8年 9月 1日（火）～30 日（水） 

 

ウ こころの絆創膏パネル展 

鶴舞中央図書館において、鶴舞中央図書館及び教育委員会子ども応援

課との共催により、いのちの支援に関するパネルやパンフレットの展示

並びに、関連図書の展示及び貸出をします。 

展示期間：令和 8年 8月 20 日（木）～9月 16 日（水） 

展示場所：鶴舞中央図書館１階 展示コーナー 

 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
内 
 
 
 
 
容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）スマイル！こころの絆創膏デー2026 

子ども・若者が生活上の困難やストレスに直面し、悩みを抱えた際に相

談できるよう、各相談窓口の情報を周知するとともに実際の援助希求行動

につなげるという趣旨を踏まえたキャンペーンサイトを開設しました。今

年度は、動画クリエイターのはやたくさんとコラボし、AI 技術を活用した

いのちの支援広報キャラクターのアニメーション動画や、インタビュー動

画を作成しております。 

サイト公開期間：令和 8年 7月 10 日（金）～令和 9年 3月 31 日（水） 

サイト URL：https://smile-day2026.city.nagoya.jp/ 

 

（３）こころの絆創膏マンガコンテスト 

子ども・若者の自殺予防の取り組みとして、生活上の困難やストレスに

直面し、悩みを抱えた際の解決に関するエピソード等をテーマとしたマン

ガ作品を募集する「こころの絆創膏マンガコンテスト 2026」を開催してい

ます。 

応募期間：令和 8年 7月 13 日（月）～9月 23 日（水・祝） 

応募方法：郵送または特設サイトの応募フォームから応募 

 

（参考）名古屋市及び全国の自殺者数の現状  

 
本市 全国 

総数 男性 女性 自殺死亡率 総数 男性 女性 自殺死亡率 

R５ 369 258 111 15.9 21,037 14,388 6,649 17.4 

R６ 353 252 101 15.1 19,608 13,354 6,254 16.3 

R７ 349 229 120  18,518 12,774 5,744 15.5 

※1 厚生労働省「人口動態統計」による 

※2 R7 は概数値 

備

考 本件については、8月 24 日に記者クラブへ資料提供します。 

 

（健康福祉局健康部健康増進課   外線 291-4790） 

（教育委員会事務局鶴舞中央図書館奉仕課     外線 741-9811） 

（交通局営業本部電車部駅務課    内線   3853） 

（単位：人） 

【令和 7 年度の展示の様子】   

https://smile-day2026.city.nagoya.jp/
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幹 部 会 報 告 資 料 
令和 8 年 8 月 24 日 
防 災 危 機 管 理 局 

事
項 令和 8年度なごや市民総ぐるみ防災訓練の実施について 

内 
 
 
 
 
 
 
 
 

容 

 

１ 目 的 

  市民、防災関係機関、事業者及び本市が協力・連携して地震災害を想定した総

合的かつ実践的な訓練を実施することにより、災害時の応急対策に関する具体的

な運用等を検証し、訓練参加機関等の地震災害時における相互協力体制を確立す

るとともに、市民の防災意識の高揚を図ることを目的とする。 

 

２ 訓練項目及び訓練実施日 

  区 分 実施日 

各区総合防災訓練 令和 8年 9月 6日（日） 

各局室訓練 
市災害対策本部運営訓練実施日前の 

各訓練計画で定める日 

市災害対策本部運営訓練 令和 8年 10 月 27 日（火） 

 

３ 訓練内容等 

(1) 各区総合防災訓練（訓練の詳細については別紙１、２のとおり） 

あらゆる広報手段を使用して緊急地震速報や避難情報を発信する全市一斉

情報伝達訓練や、一斉安否確認・避難訓練、住民参加型訓練を実施します。 

住民参加型訓練では、救出・救護訓練や指定避難所運営訓練など地震災害時

の応急対策訓練を行うとともに、防災に関する知識の向上や普及啓発を目的と

した参加・体験型の訓練を行います。 

今年度の防災訓練重点区である緑区及び名東区においては、関係機関などと

連携した総合的な訓練を実施する予定です。 

※市長は緑区と名東区に巡視予定です。 

(2) 各局室訓練 

各局室の災害応急対策上の任務に応じた訓練を行います。 

(3) 市災害対策本部運営訓練 

南海トラフ地震対応における本市としての情報処理、意思決定及び連絡調整

に係る訓練を行います。 

備
考 本件は、8月 21 日に市政記者クラブへ資料提供しました。 

（防災危機管理局危機対策課 内線 3522） 



 

 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

Yahoo!防災速報、名古屋市防災アプリ、同報無線、名古屋市 LINE、
市公式ウェブサイト、SNS、防災ラジオ等により、  

～訓練の流れ～ 

別紙 1 

南海トラフ地震に備え、「名古屋市防災アプリ」や「なごやハザードマップ」及び市民一人ひ
とりの避難行動計画を作成するための「わが家のマイ・タイムライン」を活用し、災害
への備えを確認してください。 
また、名古屋市 LINE 公式アカウントにて 9 月 4 日〜14 日の間、防災マップや災害時チャッ
トボット等が確認できる「大規模災害時用メニュー」を公開します。 

※訓練に参加できない方も※ 

避難行動の開始 

避難完了 

安全で確実な避難のために各種災害対応を一体的に実施 
 

区の職員、消防団による 
避難情報の広報 

区の職員、消防団、警察などによる 
避難誘導 

地域内での要配慮者の 
避難支援 

全市一斉情報伝達訓練 

一斉安否確認・避難訓練 

各区の訓練会場において避難所運営等に関する様々な体験型・実
践型の訓練を実施 

身を守る行動をとる 
（シェイクアウト） 

地域住民による 
安否確認 

住民参加型訓練 

※同報無線について、緊急地震速報は市内全域で放送し、避難指示（大津波警報）は
津波災害警戒区域を含む地域でのみ放送 

・午前８時３０分：緊急地震速報 
・午前８時３３分頃：避難指示「大津波警報」 を伝達 
 



別紙２

区 訓練場所

千種 上野小学校

東 矢田小学校

北 北中学校

西 山田中学校

中村 笹島小中学校

中 平和小学校

昭和 松栄小学校

瑞穂 穂波小学校

熱田 旗屋小学校

中川 八幡小学校

港 大手小学校

南 新郊中学校

守山 守山東中学校

緑
(重点区)

太子小学校

名東
（重点区）

西山小学校

天白 平針小学校

＜各区総合防災訓練概要＞

・平針学区において安否確認訓練を実施し、重要性について周知を図る。
・日本赤十字社や天白区障害自立支援連絡協議会と協力し、要配慮者支援に関する訓練を実施。
・協定を締結した企業（ドローン関係）と連携して、災害時のドローン活用事例の紹介や区本部と関係機関・団体の動きを住民に周知を図る。
・地域住民向けに、煙道体験や段ボールベット体験など、体験型訓練を実施。

・区内の障害者団体による、避難所運営における要配慮者対応訓練を実施。
・保健センターによるエコノミークラス症候群を予防する講義を実施。
・公所等の防災関係機関の他、なごや中村災害ボランティアネットワーク、中村区介護保健事業者連絡会、中部電力パワーグリッド株式会社に参加いた
だき、ブース出展等で多方面から防災知識の啓発を実施。

・地域住民自ら「助けられる側から助ける側になる」ために、できるだけ多くの方に体験できる機会を設ける。
・段ボールベット組立体験、災害用トイレ組立体験、地下式給水栓操作体験、応急手当訓練などを実施。
・子どもたちにも、災害への備えを自分事として学ぶ機会を創出する。

・災害用トイレの啓発、家具固定、ペット同行避難を重点取扱い事項として実施。
・ペット同行避難について、名古屋市獣医師会から地域住民へ講話を実施。
・安否確認カードを使用し、学区内全町内会で安否確認訓練を実施。

・関係機関合同で「災害時のトイレ」をテーマとした、パネルディスカッションを開催。
・学区住民が主体とした、簡易パック式トイレの講習を実施。
・保健センターと獣医師による、ペット同行避難やスターターキットに関する講習を実施。
・みずほ災害ボランティアネットワークによるガラスフィルム貼り体験講習を実施。

・発災直後の災害救助地区本部の役割について、自主防災組織や避難所運営組織との関係を含め、防災訓練実施学区の災害救助地区本部委員及び他学区
の本部長・副本部長などに向けた訓練を実施。
・各種防災関係機関ほか各種団体のブースを「自助」「共助」「公助」に分けて設置して、防災意識及び知識の向上を図る。

・訓練参加者に自助や共助につながる行動・知識を体験、習得できるように住民参加型訓練を中心とする。
・学区の特色として、道路狭隘のためスタンドパイプを使用しての初期消火訓練を実施。
・防災に関する啓発及び住民の防災意識高揚を図るために、名古屋市消防音楽隊の演奏・演技を実施。

・「港区民一斉津波避難訓練」を実施。8時30分に「無事ですカード」を掲示し、非常持ち出し品を持って自宅周辺の津波避難ビル前まで避難を実施。
・NTP名古屋トヨペットによる、給電車の展示を実施。
・NTT西日本東海支社による、可搬型蓄電池や災害用伝言ダイヤル171の紹介等を実施。
・中部電力パワーグリッド港営業所による、通電火災防止等説明を実施。

・避難所開設訓練として、一般受付、要配慮者受付、ペット受付を設置する。要配慮者受付においては実際に障害のある方に参加いただき、福祉避難ス
ペースにて要配慮者のニーズ調査を実施。
・「要配慮者の防災を考える会」による、要配慮者の防災に関する講演を実施。
・南保険福祉センター保健予防課による、災害時の健康管理に関する講演を実施。
・関係公所、機関による防災教室（ブース展開）を実施。
・外国人の防災関連ブースとして、日本赤十字社愛知県支部による「やさしい日本語による赤十字講習啓発ブース」を実施。

・災害救助地区本部、避難所管理組織の各班に分かれて、避難所開設、避難所運営訓練を実施。
・防災ボラネット（ボランティア団体）を講師とし、苗代学区の地域特性や災害リスクを踏まえた防災講話を実施。
・住民の防災知識向上に係る体験型の住民参加訓練を実施。
・消防署、土木事務所、警察署、陸上自衛隊が連携した、道路啓開、救出救護、放水訓練を実施。

・参加者をグループ分けし、各グループで2種類の訓練を実施して、防災に関する幅広い知識や技能の習得を促進する。
・地域防災力の強化を図るために、災害対策委員に救助地区本部の役割や運営方法に関する説明・訓練を実施。
・小学校児童が参加して、地震発生時の安全確保や避難行動を体験し、防災意識及び防災知識の定着を図る。

・自主防災会ごとに現地本部に集まり、現地本部の場所や自主防災会の役割などを確認する避難訓練を実施。
・「多様な防災ブース」では、多くの関係機関と連携して、啓発・体験を実施。
・手をつなぐ育成会及び自立支援協議会と連携し、疑似体験を通じた実践的な訓練を実施。

・地域全体の防災意識の向上を図るために、家具転倒防止の啓発、地下式給水栓取扱い方法の説明、学校トイレを活用した簡易パック式トイレの展示な
ど多岐にわたる訓練を実施。
・大規模災害時の避難所運営および区本部の対応について、若い世代が理解を深めるとともに、家庭および地域の防災力向上に資することを目的とし
て、中学生に「1日西区長」を委嘱。

特徴等

・手をつなぐ育成会、基幹相談支援センター及び社会福祉協議会による、避難所における要配慮者支援を目的とした体験型訓練の実施。
・千種環境事業所、上下水道局東部営業センターによる、災害時の仮設トイレの使用方法や地下式給水栓の操作方法を学ぶ訓練を実施。
・消防署、消防団、土木事務所及び警察署が連携した、道路啓開、救出救護及び放水訓練実施による関係機関相互の連携強化を図る。

・訓練ブースを初級、中級、上級と分けて、様々な訓練を体験することで参加者に合った防災学習を実施。
・特設公衆電話設置訓練やWi-Fi機器の説明、発電機操作訓練等の備蓄用品の取扱い訓練を実施。
・水害被害想定のある地域のため、浸水時のドアにかかる水圧体験を実施。
・要配慮者誘導訓練では避難行動要支援者に参加してもらい、東区自立支援連絡協議会防災部会と地域住民で福祉避難スペースまでの誘導を体験及び気
を付けるべき点などを学ぶ。

・要配慮者が講師として参加する災害時要配慮者避難援助訓練を実施。
・医師会を中心とした、医療救護所設営資材や医療救護所セットの確認、模擬診察など医療救護所設置運営訓練を実施。
・指定避難所運営訓練として総務班、施設班、救護班、食料班に分かれて、各班の役割についての訓練を実施。



幹 部 会 報 告 事 項 

令和 8 年 8 月 24 日 

住 宅 都 市 局 

事

項 

名古屋高速道路高速 1 号楠線（北行 東片端 JCT→楠 JCT）の 

リフレッシュ工事に伴う通行止めについて 

内 

 

 

 

容 

 

名古屋高速道路公社による高速１号楠線のリフレッシュ工事について、 

以下のとおりお知らせします。この工事は、安全・安心・快適な道路サービス

を提供することと、道路の寿命を延ばすことを目的に行うものです。 
  

１ 工事期間（通行止め期間：１１日間） 

令和８年１０月２９日（木） ０時から 

１１月 ８日（日）２４時まで 

※天候によっては早期解除の可能性があります 

２ 工事区間（通行止め区間） 

高速１号楠線 北行 東片端 JCT→楠 JCT  

３ 閉鎖する出入口 

入口２箇所    … 東片端入口、黒川入口から高速 1 号楠線北行 

出口２箇所    … 高速 1 号楠線北行から黒川出口、楠出口 

閉鎖連絡路２箇所 … 楠 JCT（高速 1 号楠線→名二環 内・外回り） 

 

４ 工事内容 

・舗装打換え工事、附属施設等の補修・点検等 

５ その他 

・通行止めによる交通への影響

を最小限にするため、 

テレビ・ラジオ CM、新聞広告、

リーフレット、特設サイト等

により広域的に広報を行い

ます。 

 

・ＥＴＣ車を対象に、料金調整

の対象となるルートを走行

いただくことで、楠線北行 

経由と同額でご利用いただ 

けます。 

（適用には条件があります。 

  詳しくは、特設サイトを 

  ご確認下さい。） 

備

考 
本件は、8 月 21 日に市政記者クラブへ資料提供しました。 

（都市計画部街路計画課 内線 2722） 

リフレッシュ工事 

特設サイト 

 

リフレッシュ工事案内図 







                                 

幹部会報告事項 

令和 8 年 8 月 24 日 

教 育 委 員 会 

（新しい学校づくり推進課 253-7936） 

事

項 
名古屋市フリースクール等利用料補助金の制度開始について 

 

 

 

 

内 

   

 

 

 

 

 

 

容 

 

 

 

 

 

学校に行きづらさを感じる児童生徒の多様な学びを保障するため、フリースクー

ル等を利用する児童生徒の保護者に対して、利用料を補助する制度を開始します。 

 

１ 申請受付期間 

令和８年９月１日（火曜日）から令和８年９月３０日（水曜日）まで 

※この期間後にフリースクール等への通所を開始した場合等については、令和

９年２月１５日まで申請を受け付けます。 

 

２ 主な補助要件 

（１）補助対象者 

名古屋市立小・中学校、特別支援学校（小・中学部）に在籍中の、不登校の

児童生徒の保護者 

 

（２）対象となるフリースクール等 

  不登校児童生徒の支援を主たる目的としている県内の通所型施設 

 

３ 補助対象経費 

  平日日中におけるフリースクール等への通所にかかる利用料 

 

４ 補助額 

区分 補助率 月額上限 

名古屋市の就学援助の認定

を受けている方等 
２分の１ 児童生徒 1人あたり 22,000 円 

上記に該当しない方 ４分の１ 児童生徒１人あたり 11,000 円 

 

５ 申請方法 

下記サイトよりオンライン申請もしくは、申請書等を名古屋市フリースクール

等利用料補助金事務局へ郵送 

 

名古屋市フリースクール等利用料補助金ポータルサイト 

  （URL https://fs-subsidy.city.nagoya.jp） 

 

備

考 
本件は、本日市政記者クラブへ資料提供します。 

https://fs-subsidy.city.nagoya.jp
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